
93
年
に
「
音
楽
都
市
」

を
宣
言
し
た
草
加
市
文

化
会
館
で
１
月
31
日
、

恒
例
の
「
草
加
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
（
実
行
委
、
市
な

ど
主
催
）
が
開
催
さ
れ

る
。
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
育
成
と
、
音
楽
に

よ
る
「
草
加
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
標
に
ス
タ
ー

ト
し
た
フ
ェ
ス
は
、
今

年
が
11
回
目
。
こ
れ
ま

で
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
を

手
掛
け
て
き
た
が
、
今

回
の
テ
ー
マ
は
ラ
テ
ン

音
楽
の
「
サ
ル
サ
」
。

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
著

名
な
サ
ル
サ
演
奏
グ
ル
ー

プ
の
ボ
ー
カ
ル
、
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ａ
さ
ん
を
迎
え
る
。

フ
ェ
ス
実
行
委
員
長

の
長
谷
部
健
一
さ
ん
は

「
み
な
さ
ん
に
明
る
い

リ
ズ
ム
カ
ル
な
サ
ル
サ

を
、
気
楽
に
楽
し
ん
で

戴
け
れ
ば
」
と
話
す
。

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
◇

【
30
日

前
日
祭
】

●
総
選
挙
（
演
奏
コ
ン

テ
ス
ト
）
15
～
20
時
、

３
Ｆ

５
ア
マ
バ
ン
ド
が
参
加
。

【
31
日

当
日
祭
】

●
ラ
イ
ブ
・
15
時
10
分

～
、
ロ
ビ
ー

獨
協
大
Ｏ
Ｌ
Ｆ
Ｍ
＆
ゴ

ス
ペ
ル
。

●
１
部
・
16
時
～
、
大

ホ
ー
ル

昨
年
総
選
挙
で
優
勝
し

た
「
サ
イ
ガ
ー
ス
」
演

奏
＆
地
元
「
い
な
せ
連
」

に
よ
る
阿
波
踊
り
。

●
２
部
・
17
時
20
分
～
、

大
ホ
ー
ル

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
＆
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
テ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
演

奏
（
サ
ル
サ
を
中
心
に

約
10
曲
）

料
金
は
18
歳
以
上
が

前
売
２
５
０
０
円
、
当

日
３
０
０
０
円
▽
高
・

中
・
小
学
生
が
前
売
＆

当
日
と
も
５
０
０
円
。

問
合
せ
＆
チ
ケ
ッ
ト
申

込
み
は
、
実
行
委
０
４

８
・
９
２
４
・
９
２
４

４
▽SugarHill

０
４
８
・

９
２
７
・
７
４
８
９
▽

文
化
会
館
０
４
８
・
９

３
１
・
９
９
７
７
（
チ

ケ
ッ
ト
専
用
）
。

草
加
市
に
あ
ふ
れ
る
音
ー

ハ
ー
プ
、
ピ
ア
ノ
、
ふ

さ
さ
ら
、
皮
革
、
せ
ん

べ
い
ー
等
を
育
て
よ
う

と
、
同
フ
ェ
ス
実
行
委

が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成

し
た
。
無
料
配
布
中
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
o
k
a
-
m
u
s
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と

う

ぶ

ま
い
に
ち

１月31日（日）草加市文化会館・全館

メ
ー
ン
ゲ
ス
ト
は
サ
ル
サ
の
第
一
人
者

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
さ
ん

昨
年
の
フ
ェ
ス

撮
影
・
塩
谷
宗
一

学校法人 ワタナベ学園

学校法人 ワタナベ学園本部 埼玉県吉川市保1－21－7 ℡048-981-0611

越谷保育専門学校附属

吉川幼稚園

霞ヶ関幼稚園

柏ひがし幼稚園

認定こども園 戸頭さくらの森認定こども園 みさとさくらの森認定こども園 越谷さくらの森

越谷保育専門学校附属みさと団地幼稚園

越谷保育専門学校附属みさと団地保育園

越谷保育専門学校附属幼稚園

越谷保育専門学校附属城の上保育園

戸頭幼稚園

戸頭さくら保育園

保育と福祉を通じて

地域の皆様に貢献します。
入学願書

受付中

入学願書

受付中

謹 賀 新 年

本年も
よろしく
お願い申し上げます

埼玉東部毎日会
会長 小林秀臣

税のよろず相談所です

草加市住吉１-４-１２-１０１

☎ ０ ４ ８ - ９ ２ ４ - ９ ２ ４ ４

税理士法人

L＆Cアシスト

越
谷
市
七
左
町
３
、

学
校
法
人
小
池
学
園

武
蔵
野
星
城
高
（
野
呂

し
の
ぶ
校
長
、
生
徒
数

４
３
０
人
）
に
は
県
内

の
高
校
で
は
唯
一
の
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
部
が
あ

る
。
２
０
１
４
年
夏
か

ら
福
島
県
い
わ
き
市
で

開
か
れ
る
文
部
科
学
大

臣
杯
争
奪
全
国
高
等
学

校
フ
ラ
選
手
権
（
フ
ラ

ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
競
技

大
会
）
に
出
場
し
て
い

る
が
、
最
近
は
県
内
の

福
祉
施
設
や
街
の
イ
ベ

ン
ト
会
場
か
ら
も
出
演

依
頼
が
あ
り
、
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。

フ
ラ
部
の
部
員
は
７

人
。
顧
問
の
安
生
菜
津

美
先
生
の
指
導
で
放
課

後
の
毎
週
２
回
、
み
っ

ち
り
２
時
間
練
習
に
励

む
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
「K

a
i
m
a
n
a

H
i
l
a

」
「L

o
v
e

L
i
g
h
t

」
やJ

-
P
O
P

の

「
花
は
咲
く
」
な
ど
の

曲
を
流
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

を
揃
え
る
。
細
か
な
腕

や
手
先
ま
で
神
経
を
使

う
が
、
こ
ぼ
れ
る
よ
う

な
笑
顔
は
絶
や
さ
な
い
。

動
き
に
海
、
花
、
月
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
込
め
、

人
々
に
優
し
い
気
持
ち

を
優
雅
に
伝
え
る
。

練
習
後
、
３
年
の
砂

川
栞
莉
さ
ん
▽
長
南
あ

か
ね
さ
ん
▽
田
端
絵
理

さ
ん
（
い
ず
れ
も
17
歳
）

の
３
人
は
、
「
慰
問
先

で
、
笑
顔
が
見
ら
れ
る

の
が
う
れ
し
い
。
ダ
ン

ス
が
好
き
な
の
で
、
で

き
れ
ば
フ
ラ
を
ず
っ
と

続
け
、
み
て
い
る
人
に

笑
顔
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

部
活
と
し
て
の
結
成

は
２
年
前
。
例
年
、
慰

問
や
出
演
の
依
頼
は
、

甲
子
園
大
会
後
の
秋
以

降
に
増
え
る
。
慰
問
先

は
越
谷
、
川
口
市
の
老

人
ホ
ー
ム
を
は
じ
め
、

幼
稚
園
・
保
育
所
の
運

動
会
、
さ
い
た
ま
市
の

大
型
店
イ
ベ
ン
ト
な
ど

多
彩
だ
。

長
い
フ
ラ
歴
を
持
つ

野
呂
校
長
は
、
「
フ
ラ

は
人
間
育
成
に
役
立
つ

う
え
、
人
前
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
す
る
こ
と
で
性

格
が
明
る
く
、
自
信
も

つ
く
。
『
子
ど
も
が
積

極
的
に
な
っ
た
』
と
喜

ぶ
両
親
も
多
い
。
介
護

士
志
望
の
生
徒
に
は
福

祉
施
設
で
の
慰
問
体
験

が
、
将
来
役
立
つ
と
思

う
」
と
話
す
。

通
称
「
彦
倉
の
虚
空
蔵

さ
ま
」
で
親
し
ま
れ
て

い
る
三
郷
市
彦
倉
１
の

古
刹
、
真
言
宗
明
星
山

延
命
院
（
石
井
秀
誉
住

職
）
で
12
月
13
日
、
檀

家
を
中
心
と
し
た
奉
賛

会
の
メ
ン
バ
ー
24
人
に

よ
る
ス
ス
払
い
が
行
わ

れ
た
。

半
纏
姿
の
沖
良
男
会

長
ら
は
、
長
さ
約
５
㍍

の
「
サ
サ
竹
」
を
手
に

虚
空
蔵
堂
（
市
指
定
文

化
財
）
の
軒
下
や
外
壁

に
付
い
た
ほ
こ
り
を
払

い
、
山
門
や
鐘
楼
堂
、

水
屋
な
ど
も
布
類
で
手

寧
に
ふ
き
取
っ
た
。
虚

空
蔵
菩
薩
像
が
安
置
さ

れ
た
堂
内
は
、
石
井
健

誉
副
住
職
が
清
め
た
。

ス
ス
払
い
は
こ
れ
ま

で
檀
家
有
志
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
奉

賛
会
と
し
て
年
末
の
恒

例
行
事
に
す
る
予
定
。

石
井
住
職
は
「
ス
ス

払
い
は
単
な
る
大
掃
除

で
は
な
い
。
年
間
の
厄

を
払
う
大
切
な
折
り
目

で
、
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
で
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
話

す
。本

尊
の
虚
空
蔵
菩
薩

像
（
三
郷
市
文
化
財
指

定
）
は
文
明
18
年
（
１

４
８
６
年
）
に
古
利
根

川
の
洪
水
の
折
り
、
奥

利
根
の
上
流
か
ら
流
着

し
当
山
に
滞
留
し
た
の

が
始
ま
り
と
、
縁
起
に

記
さ
れ
て
い
る
。

草
加
市
役
所
本
庁
舎

の
１
階
ロ
ビ
ー
で
仕
事

始
め
の
４
日
、
筝
曲
演

奏
が
あ
り
、
来
庁
し
た

多
く
の
市
民
が
優
雅
な

調
べ
に
耳
を
傾
け
た
。

演
奏
は
、
邦
楽
愛
好
会

「
谷
塚
ド
ロ
ッ
プ
ス
」

の
喜
多
恭
代
代
表
と
大

学
生
の
喜
多
浩
之
さ
ん
、

柴
田
彩
貴
さ
ん
の
３
人
。

琴

と

バ

イ

オ

リ

ン

で

「

さ

く

ら

さ

く

ら

」

「
鷹
」
「
春
の
海
」
を

を
披
露
、
聴
衆
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
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今
回
、
県
東
南
部
５

市
１
町
の
市
長
、
町
長

さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
「
新
春
を
語
る

会
」
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
各
自
治

体
の
状
況
を
話
し
合
っ
て
も

ら
お
う
と
企
画
し
た
訳
で
す

が
、
開
催
前
は
「
ほ
か
の
首

長
さ
ん
と
の
同
席
で
は
『
言

い
づ
ら
い
こ
と
も
あ
る
の
か

な
ぁ
』
」
と
や
や
危
惧
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
ふ
た
を
開

け
て
み
る
と
、
み
な
さ
ん
和

や
か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
用
意
し
た
５
つ

の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
「
地
方

創
生
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
は
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛

し
た
。
項
目
の
み
列
挙
す
る

と
ー
。
産
業
活
性
化
・
雇
用

創
出
、
子
育
て
、
安
全
な
暮

ら
し
（
草
加
市
）
▽
雇
用
・

子
育
て
・
都
市
基
盤
整
備

（
八
潮
市
）
▽
流
山
橋
早
期

実
現
・
外
環
道
全
面
開
通
に

伴
う
ま
ち
づ
く
り
・
教
育
及

び
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
（
三

郷
市
）
▽
新
市
街
地
（
田
島

地
区
）
の
整
備
と
企
業
誘
致

（
松
伏
町
）
▽
吉
川
美
南
駅

東
口
開
発
に
よ
る
人
口
増
を

含
め
た
「
住
民
の
幸
福
度
」

を
高
め
る
政
策
（
吉
川
市
）

▽
人
口
減
に
備
え
た
晩
婚
化

高
齢
化
対
策
・
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
観
光

及
び
産
業
振
興
（
越
谷
市
）
。

テ
ー
マ
「
合
併
」
で
は
、

各
自
治
体
の
立
ち
位
置
や
首

長
さ
ん
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
伝
わ
り
、
興
味
深
く
拝

聴
し
ま
し
た
。

編
集
長

飯
嶋
英
好
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明日の夢を創る

あとがき

大
掛
か
り
な

す
す
払
い

彦
倉
虚
空
蔵
尊
（
三
郷
市
）

本堂で１年のススを掃う奉賛会の人たち（中央が石井住職）

武蔵野星城高のフラ部。慰問や各種イベントの出演依頼で人気が高い。

幼
稚
園
・
老
人
施
設
の
慰
問

大
型
店
舗
の
イ
ベ
ン
ト
出
演

邦

楽

弾

き

始

め

谷
塚
ド
ロ
ッ
プ
ス


